


























 入国管理局の統計によると，在日外国人の登録者数が 2010 年現在，213 万 4 千人余り


































校が次々と設立された。その三地域のほか，東京中華学校 （1929 年に設立） や大阪中華学





























学校部と中学校部があり，中国語による 9 年一貫教育を行い，合計 18 学級の 600 数十人
の規模をもつ。当校に通う生徒は老華僑の子女が多いが，近年新華僑の子女が増え，また
僅かではあるが，日本人の子供もいる。
 調査は 2009 年 10 月，小学 5 年 2 学級と中学 2 年 2 学級の 4 学級を対象に行なった。ア
ンケート実施当日，授業時間中に調査票を配布・記入してもらい，欠席者数名と無回答票

















出生地 日本  113（80.7） 中国  14（10.0） 無回答13（ 9.3） 計140（100）
第一言語 日本語 114（81.4） 中国語 10（ 7.1） 無回答16（11.4） 計140（100）
 ＊台湾籍3名を含む。











機能ともに「日本人同様」か「かなりできる」という結果を得た。詳しくは表 2，表 3 を
参照されたい。
表 2 機能別の中国語能力（人数／％）
聞 く 話 す 読 む 書 く
⑤ 中国人同様  14／10.0 8／5.7  9／6.4 7／5.0
④ かなりできる  18／12.9 9／6.4 12／8.6 7／5.0
③ 大体できる  95／67.9 90／64.3  91／65.0 82／59.0
② あまりできない 12／8.6 30／21.4  23／16.4 40／28.7
① 殆どできない  1／0.7 3／2.1  5／3.6 4／2.9
表 3 機能別の日本語能力（人数／％）
聞 く 話 す 読 む 書 く
⑤ 日本人同様 106／75.7 100／71.4 90／64.3 77／55.0
④ かなりできる  20／14.3  19／13.6 19／13.6 26／18.6
③ 大体できる  14／10.0  17／12.1 28／20.0 29／20.7
② あまりできない 0／0  4／2.9 3／2.1 5／3.6
① 殆どできない 0／0 0／0 0／0 3／2.1
 選択肢のネイティブ同様（表 2， 表 3 のそれぞれの ⑤ ）／かなりできる／大体できる／あま






























日本国籍 中国籍 国籍不明 平均
中国語 11.4 13.4 11.6 11.9















中国語能力 11.2（68） 13.6（30） 11.9（42）
日本語能力 18.5（68） 16.3（30） 17.7（42）
5. 3．学年や性別との関連
 生徒の言語能力は学年や性別とも関連があるのではないかと考え，それについて調べて







中国語 日本語 中国語 日本語
小5 11.6 17.0 男性 11.7 17.8
中2 12.3 18.7 女性 12.2 17.8
６．家庭内使用言語
 本調査では家庭内での使用言語について，5 つの選択肢を与えて回答してもらった。そ

















小 5 2.11 1.61 1.41
中 2 2.04 1.52 1.43


















祖父母 親 兄弟 平均
日本国籍 1.80 1.43 1.32 1.52
中 国 籍 2.66 2.09 1.78 2.18








祖父母 親 兄弟 平均
日本生まれ 1.36 1.23 1.29 1.29
中国生まれ 4.36 2.63 1.95 2.98









どこで何を」 といった 「参加者」， 「場所」， 「話題」などの言語の外的要素からも制約されて























普段の挨拶 64／46.0 11／7.9 29／20.9 16／11.5 19／13.7
感 謝 64／46.0 4／2.9 37／26.6 10／7.2 24／17.3
お詫び 54／38.8 4／2.9 39／28.1 12／8.6 30／21.6
相談/依頼 40／28.8 23／16.5 24／17.3 23／16.5 29／20.9
学校の話 37／26.6 20／14.4 32／23.0 27／19.4 23／16.6











 さらに学年別に図式化したものを図 1，図 2 に示す。
在日中国人子女の言語使用意識とエスニシティ
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 小学 5 年生と中学 2 年生の間で使用言語（言語の選択）に顕著な差が見られた。中国語
















 中国語を勉強するきっかけについて，以下の選択肢 （① ～ ⑥） を複数回答可で選んでも
― 42 ―
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ただ，②（ルーツ） と ④（進学・就職） を同時に回答した人は 8 名であり，② の回答者数 （19
名） の半数以下，④ の回答者数 （38 名） の約 2 割しかない。「知的価値」重視か「情的価値」
重視か，多くの生徒はどちらかに傾いていることがうかがえる。それに対して，①（親の
勧め） と ④（進学・就職） を同時に挙げた回答者は 25 名で，④ の回答者数 （38 名） の約
67％を占めている。親が勧める理由の一つとも取れるであろう。また，②（ルーツ）と ①（親






























































































１  法務省入国管理局登録外国人統計公表資料  http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_
touroku.htmlによる。
２  海外に住む中国人 （overseas Chinese） を漢字圏では一般的に「華僑」と総称するが，居住国の国籍
を取得している中国系の人を「華人」と表現することもある。本論では論述を進める便宜上，特に区
別する必要がない限り「華僑」とする。可児弘明他編 （2002） 参照。
３  中華学校の卒業生を対象に，母校で勉強した三ヶ国語の能力などについて調べた杜國輝 （1991） が
あるのみ。 
４  中国語の“菜刀”，“剪刀”，“剃头刀” （包丁，ハサミ，バリカン） の略。コック，仕立屋，理髪屋を意
味する。
５  調査では， 「第一言語」 を 「日常最もよく使用する言語」 とした。『日本語教育事典』によれば，「第一
言語」は大きく，① 母語，② 最初に接した言語 ③ 日常最もよく使用する言語の三つに分けられる。
母語は子供の成長する過程で言語環境が変われば習熟度の高い言語との交替が起こるとの立場（金田
一春彦  1998） と， そういった「言語の交換」（Language shift）が起った人にとっての「第一言語」は「話
し手がそれによって考え，もっとも自然に使える言語」，つまり「優勢言語」であるという捉え方もあ
る（『言語学大辞典』）。従って，ここでは「日常最もよく使用する言語」とした。
６  表中の 「中国生まれ」， 「日本生まれ」 は両親の両方ともそうであることを示し， 「その他」 は 「どちら
か一方」 が中国生まれ，または日本生まれであることを示す。「どちらか一方」 に関しては子供の言語
選択 （コードスイッチング） との関連を考察する研究が見られるが，本稿では 「言語能力」 に関してそ
れとの関連を調べることに至っていない。
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